


別紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　川村つよし　　　 

　※　申し合わせ事項に留意する。 

1 

 質　問　事　項 

 

№　　１　　

スイっとあさぴー来場者と料金収入の状況について

 
 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

（１）　市民プール来場者の状況について 

　　　７月からのリニューアルオープンから、料金体系を、年齢では、未就

学児、小中学生、高校生以上で区分し、市内在住・在勤・在学と、それ

以外とで区分して、スタートしました。 

それぞれ、市内の未就学児、市内の小中学生、市内の高校生以上、市

外の未就学児、市外の小中学生、市外の高校生以上がどのような状況で

あったのか。 

また、この他の区分として、障がい者の来場者数も把握できると思い

ますが、各数値をお聞きしたい。 

 

（２）　市外の子どもも 100 円とした場合の減収額について 

条例改正の際に、子どもは市外も市内も同一料金にならないだろう

か、また高校生も子ども料金としてはどうかと提案したが、仮に子ども

のみを、市内市外に限らず 100 円とした場合、どれだけの減収と見込ま

れるか。
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 質　問　事　項 

 

№　　２　　

育休退園解消の展望について

 
 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

今春より、民間保育園が２園開園するなど、市内の保育所定員の拡充が図ら

れている。 

一方、未満児保育を担っていただいている小規模保育事業所２園が今年度

中に閉園する予定のため、現在、来年４月からの小規模保育事業所２園が公募

されている。 

また、育休退園についても毎年のように相談を受けているが、期待に応えら

れない状況が続いている。 

尾張旭市における、保育園の待機児童の状況を確認するとともに、育休退園

の解消について、その見通し・展望をお聞きする。 
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 質　問　事　項 

 

№　　３　　

教員不足の現状について

 
 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

今期は、何度か教員不足について質問をしているが、綱渡りの状況は現在も

続いている様子だ。教員不足の解消は、愛知県の責任で解決すべき課題だが、

現在の不足状況を確認したい。 

 

（１）　現在の不足状況について 

 

（２）　市独自の教員を雇用することについて 

何年も愛知県は解決できずにいることを思うと、県に任せておいて

は、いつになっても解決できないのではないか。市独自に教員を雇用し、

補うことはできないか。
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 質　問　事　項 

 

№　　４　　

図書館の将来像について

 
 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

尾張旭市の図書館は規模が小さく、以前から不満が聞かれる。図書館の建て

替えなど、具体的な話を聞いたことがないが、今後、どのように解決していこ

うと考えているのか。 

 

（１）　尾張旭市立図書館の課題について 

ア　駐車場の不足について 

イ　床面積が小さいことについて 

ウ　検索機の更新について 

 

（２）　図書館の増設が必要ではないか 

　　　　今年３月に改定された、図書館個別施設計画を見ると、計画期間は

2056 年度までとなっており、Ｐ４「６修繕計画」の記述には、「目標耐

用年数を 80 年と決定する。」とある。 

現図書館の開館が昭和 56 年（1981 年）、そこから 80 年なら 2061 年。

建て替えは 35 年先の話ということになる。長寿命化により公共施設を

大切に使うことに異論はないが、図書館に対する不満が数多く寄せられ

る状態で、これから 35 年も、このままか。
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 質　問　事　項 

 

№　５－１　

あさぴー号存続のための課題について

 
 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

市の高齢者人口が増加するのに伴って、公共交通の充実を求める声が強ま

っているように思われます。高齢となった人生の先輩達が、安心して生活して

いけるよう、市内公共交通として定着した、あさぴー号が存続、更に充実でき

るように願って質問します。 

　５月 29 日に開催された、地域公共交通会議において配付された資料（資料

５　尾張旭市営バスにおける運行見直し検討について）によると「市営バスの

運行を取り巻く環境が大きく変化している」として、運転手不足、経費高騰、

道路交通法の改正、の３つの課題を提示されています。 

　経費高騰も問題ですが、特に、運転手不足、道路交通法の改正の２つについ

てが気になります。運転手を確保できなければ運行そのものができませんし、

道交法改正についてもどのような影響が出るのか判然としないためです。 

 

（１）　道路交通法改正の影響について 

　　　　今月、2026 年９月から、生活道路における最高速度が 30km となるこ

とにより、運行に新たな制約が生じると説明されていますが、具体的に

は、運行の遅れが生じる要因になると思われます。これに対応して時刻

表の見直しを行ったということではないため、それほど大きな影響は生

じないと見込まれているのではないかと考えますが、事前に運行事業者

や運転手さんからの意見はなかったのか確認します。
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 質　問　事　項 

 

№　５－２　

あさぴー号存続のための課題について

 
 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

（２）　運転手不足について 

　　　最も困難な課題と思われるのが、運転手不足ではないかと思います。

ドライバーの労働環境を改善させる効果とともに、どこも人手不足の影

響で、旅客運送や公共交通に限らず運転手の不足は、日本社会全体に深

刻な影響を与えかねないと認識しています。 

　　　どのような対策を考えているのか、お聞きします。 

 

（３）　あさぴー号を補う、このは号（仮）の新設について 

　　　尾張旭市のコミュニティバスは、当初、ワンボックスカーで始まりま

した。西ルートの課題は様々ありますが、狭あいな道路を走らなければ

ならない霞ケ丘地域の運行について、印場駅と旭労災病院間を走らせる

ことで代替し、あさぴー号はその間、広い道を通るようにすることで、

西ルートの 22 人乗り車両を、東ルートと同様の 26 人乗りとし、更に運

行時間に余裕を持たせる効果が期待できないかと考えます。 

　　　このは号の運用を更に別の路線でも検討し、乗りこぼし対策や、あさ

ぴー号に余裕を持たせるような検討ができないでしょうか。 

 

（４）　市内の移動は 100 円で 

　　　あさぴー号に関わる要望の一つとして、乗継券の発行があります。現

あさぴー号のルートは、東西に分かれていますが、東から西、あるいは

西から東の地域に移動しようと考えたときには、片道 200 円になりま

す。市内へは、100 円で移動できるようにならないかと考えるのは、理

解できるのではないでしょうか、実現しようと考えると、どのような課

題があるかお聞きします。


